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(57)【要約】
【課題】画像データに対応付けられたテキストデータを
切り替え表示してユーザに視認させることにより、ユー
ザが所望の画像データを迅速に探し当てることができる
表示装置および表示制御プログラムを提供すること。
【解決手段】テキストデータ４１ｃ１表示対象の画像デ
ータが、画像データ番号の順に切り替えられ、その切り
替えが継続される。テキストデータ４１ｃ１の表示は、
画像表示に比較して高速で処理することができるので、
多数の画像データについて、そのテキストデータ４１ｃ
１をユーザに迅速に視認させることができる。ユーザに
より停止指示がされた場合、停止指示がされたときのテ
キストデータ４１ｃ１表示対象の画像データを含むと共
に、画像データ番号が連続する複数の画像データが表示
対象として決定され、その複数の画像データを表すサム
ネイル列４１ｂが表示される。よって、ユーザは、所望
の画像データを迅速に探し当てることができる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記憶手段に記憶される画像データについて、画面における表示順を管理する管理手段と
、
　前記記憶手段に記憶される画像データのうち、テキスト表示対象の画像データを決定し
、その画像データに対応付けられたテキストデータを、前記画面に表示するテキストデー
タ表示手段と、
　前記テキストデータ表示手段によるテキスト表示対象の画像データの切り替えを要求す
る切替指示を、ユーザに入力させるための入力手段と、
　前記入力手段による切替指示の入力を条件として、前記テキストデータ表示手段による
テキスト表示対象の画像データを、前記管理手段により管理される表示順で切り替え、そ
の切り替えを継続するテキストデータ切替手段と、
　前記テキストデータ表示手段によりテキストデータが表示されているとき、ユーザによ
り所定の停止指示がされたかを判断する停止指示判断手段と、
　前記停止指示判断手段により前記停止指示がされたと判断された場合、前記テキストデ
ータ表示手段によるテキストデータの表示から、前記画像データを表す画像の表示に移行
する画像表示手段とを備え、
　前記画像表示手段は、前記停止指示がされたときのテキスト表示対象の画像データを含
むと共に、前記管理手段により管理される表示順において連続する複数の画像データを決
定し、その複数の画像データを表す画像列を前記画面に表示するものであることを特徴と
する表示装置。
【請求項２】
　前記テキストデータ切替手段は、前記入力手段による切替指示の入力が継続される間、
前記テキストデータ表示手段によるテキスト表示対象の画像データの切り替えを継続する
ものであり、
　前記停止指示判断手段は、前記入力手段による切り替え指示の入力が終了したことを条
件として、ユーザにより前記停止指示がされたと判断することを特徴とする請求項１記載
の表示装置。
【請求項３】
　前記テキスト表示手段は、前記画像表示手段により画像列が表示される間に、前記入力
手段による前記切替指示の入力が所定時間以上継続されることを条件として、前記画像表
示手段による表示から前記テキストデータ表示手段による表示へ移行するものであること
を特徴とする請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記入力手段により前記切替指示が入力され、その入力の継続時間が前記所定時間未満
である場合、前記画像表示手段による表示の対象画像データを、前記管理手段により管理
される表示順に従って切り替える画像列切替手段を備えることを特徴とする請求項３記載
の表示装置。
【請求項５】
　前記テキストデータ表示手段は、前記画像データに対応付けて前記記憶手段に記憶され
ているテキストデータ、および画像データの表示順を含むデータを、前記テキストデータ
として表示するものであることを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の表示装置
。
【請求項６】
　前記テキストデータ表示手段によるテキストデータの表示と同時にスクロールバーを前
記画面に表示するスクロールバー表示手段を備え、
　前記スクロールバー表示手段により表示されるスクロールバーは、バーと、そのバーに
おける少なくとも一部を指示するマークとを含むものであり、前記マークの指示位置によ
って、表示順の総数に対する対象画像データの表示順を表すものであることを特徴とする
請求項１から５のいずれかに記載の表示装置。
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【請求項７】
　前記管理手段により管理される表示順は、前記画像データの作成日に従った順序であり
、
　前記スクロールバー表示手段により表示されるバーは、前記画像データの作成日毎に異
なる態様を示すことを特徴とする請求項６記載の表示装置。
【請求項８】
　前記テキストデータ切替手段は、テキスト表示対象の画像データを１の画像データから
次の画像データに切り替えるとき、前記管理手段により管理される表示順において、所定
数ずつ飛ばした順序で、前記テキスト表示対象の画像データを切り替えることを特徴とす
る請求項１から７のいずれかに記載の表示装置。
【請求項９】
　記憶手段に記憶される画像データについて、画面における表示順を管理する管理手段を
備えた表示装置を、
　前記記憶手段に記憶される画像データのうち、テキスト表示対象の画像データを決定し
、その画像データに対応付けられたテキストデータを、前記画面に表示するテキストデー
タ表示手段と、
　前記テキストデータ表示手段によるテキスト表示対象の画像データの切り替えを要求す
る切替指示を、ユーザに入力させるための入力手段と、
　前記入力手段による切替指示の入力を条件として、前記テキストデータ表示手段による
テキスト表示対象の画像データを、前記管理手段により管理される表示順で切り替え、そ
の切り替えを継続するテキストデータ切替手段と、
　前記テキストデータ表示手段によりテキストデータが表示されているとき、ユーザによ
り所定の停止指示がされたかを判断する停止指示判断手段と、
　前記停止指示判断手段により前記停止指示がされたと判断された場合、前記テキストデ
ータ表示手段によるテキストデータの表示から、前記画像データを表す画像の表示に移行
する画像表示手段として機能させるものであり、
　前記画像表示手段は、前記停止指示がされたときのテキスト表示対象の画像データを含
むと共に、前記管理手段により管理される表示順において連続する複数の画像データを決
定し、その複数の画像データを表す画像列を前記画面に表示するものであることを特徴と
する表示制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置および表示制御プログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、パーソナルコンピュータのモニターや、プリンタの液晶表示パネルに、サム
ネイルと称される縮小画像を多数並べて表示することが行われている。
【０００３】
　図１１（ａ）は、従来のプリンタの液晶表示パネルに表示されるサムネイル表示画面の
一例を示す図である。このように、一のパネルに複数のサムネイル１０２を並べて表示す
ることで、複数の画像データの内容をユーザに一覧させることができるので、ユーザは目
的とする画像データを探し当てることができる。
【０００４】
　ここで、一のパネルに同時に表示することができるサムネイルの数には限界があるので
、従来のサムネイル表示画面では、例えば、スクロールキー１００を設け、ユーザからの
入力に従って、表示対象のサムネイル１０２を切り替えることが行われていた。
【０００５】
　図１１（ｂ）は、図１１（ａ）に示すサムネイル表示画面の表示後、スクロールキー１
００に対する入力がされ、表示対象のサムネイル１０２が切り替えられた状態を示してい
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る。すなわち、画像データ番号が１番から６番までのサムネイル１０２が表示されている
状態で、ユーザがスクロールキー１００から入力指示を行うと、画像データ７番移行のサ
ムネイル１０２が画面に表示される。　
【特許文献１】特開２００２－３６９１２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、サムネイル１０２を表示するためのデータを読み出し、その読み出した
データを画面に表示するまでには処理時間がかかるので、例えば、図１１に示すように６
枚分のサムネイル１０２の表示が完了するまでのユーザの待ち時間が長いという問題点が
あった。さらに、図１１（ｂ）を参照して説明したように、表示対象のサムネイル１０２
が切り替えられる毎に、この待ち時間が発生するので、確認すべき画像データ数が多くな
ると、ユーザの待ち時間が増大し、目的とする画像データを迅速に探し当てることが困難
となるという問題点があった。
【０００７】
　本発明は、上記問題点を解決するためになされたものであり、画像データに対応付けら
れたテキストデータを切り替え表示してユーザに視認させることにより、ユーザが所望の
画像データを迅速に探し当てることができる表示装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的を達成するために、請求項１記載の表示装置は、記憶手段に記憶される画像デ
ータについて、画面における表示順を管理する管理手段と、前記記憶手段に記憶される画
像データのうち、テキスト表示対象の画像データを決定し、その画像データに対応付けら
れたテキストデータを、前記画面に表示するテキストデータ表示手段と、前記テキストデ
ータ表示手段によるテキスト表示対象の画像データの切り替えを要求する切替指示を、ユ
ーザに入力させるための入力手段と、前記入力手段による切替指示の入力を条件として、
前記テキストデータ表示手段によるテキスト表示対象の画像データを、前記管理手段によ
り管理される表示順で切り替え、その切り替えを継続するテキストデータ切替手段と、
　前記テキストデータ表示手段によりテキストデータが表示されているとき、ユーザによ
り所定の停止指示がされたかを判断する停止指示判断手段と、前記停止指示判断手段によ
り前記停止指示がされたと判断された場合、前記テキストデータ表示手段によるテキスト
データの表示から、前記画像データを表す画像の表示に移行する画像表示手段とを備え、
前記画像表示手段は、前記停止指示がされたときのテキスト表示対象の画像データを含む
と共に、前記管理手段により管理される表示順において連続する複数の画像データを決定
し、その複数の画像データを表す画像列を前記画面に表示するものであることを特徴とす
る。
【０００９】
　請求項２記載の表示装置は、請求項１記載の表示装置において、前記テキストデータ切
替手段は、前記入力手段による切替指示の入力が継続される間、前記テキストデータ表示
手段によるテキスト表示対象の画像データの切り替えを継続するものであり、前記停止指
示判断手段は、前記入力手段による切り替え指示の入力が終了したことを条件として、ユ
ーザにより前記停止指示がされたと判断することを特徴とする。
【００１０】
　請求項３記載の表示装置は、請求項１または２に記載の表示装置において、前記テキス
ト表示手段は、前記画像表示手段により画像列が表示される間に、前記入力手段による前
記切替指示の入力が所定時間以上継続されることを条件として、前記画像表示手段による
表示から前記テキストデータ表示手段による表示へ移行するものであることを特徴とする
。
【００１１】
　請求項４記載の表示装置は、請求項３記載の表示装置において、前記入力手段により前
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記切替指示が入力され、その入力の継続時間が前記所定時間未満である場合、前記画像表
示手段による表示の対象画像データを、前記管理手段により管理される表示順に従って切
り替える画像列切替手段を備えることを特徴とする。
【００１２】
　請求項５記載の表示装置は、請求項１から４のいずれかに記載の表示装置において、前
記テキストデータ表示手段は、前記画像データに対応付けて前記記憶手段に記憶されてい
るテキストデータ、および画像データの表示順を含むデータを、前記テキストデータとし
て表示するものであることを特徴とする。
【００１３】
　請求項６記載の表示装置は、請求項１から５のいずれかに記載の表示装置において、前
記テキストデータ表示手段によるテキストデータの表示と同時にスクロールバーを前記画
面に表示するスクロールバー表示手段を備え、前記スクロールバー表示手段により表示さ
れるスクロールバーは、バーと、そのバーにおける少なくとも一部を指示するマークとを
含むものであり、前記マークの指示位置によって、表示順の総数に対する対象画像データ
の表示順を表すものであることを特徴とする。
【００１４】
　請求項７記載の表示装置は、請求項６記載の表示装置において、前記管理手段により管
理される表示順は、前記画像データの作成日に従った順序であり、前記スクロールバー表
示手段により表示されるバーは、前記画像データの作成日毎に異なる態様を示すことを特
徴とする。
【００１５】
　請求項８記載の表示装置は、請求項１から７のいずれかに記載の表示装置において、前
記テキストデータ切替手段は、テキスト表示対象の画像データを１の画像データから次の
画像データに切り替えるとき、前記管理手段により管理される表示順において、所定数ず
つ飛ばした順序で、前記テキスト表示対象の画像データを切り替えることを特徴とする。
【００１６】
　請求項９記載の表示制御プログラムは、記憶手段に記憶される画像データについて、画
面における表示順を管理する管理手段を備えた表示装置を、前記記憶手段に記憶される画
像データのうち、テキスト表示対象の画像データを決定し、その画像データに対応付けら
れたテキストデータを、前記画面に表示するテキストデータ表示手段と、前記テキストデ
ータ表示手段によるテキスト表示対象の画像データの切り替えを要求する切替指示を、ユ
ーザに入力させるための入力手段と、前記入力手段による切替指示の入力を条件として、
前記テキストデータ表示手段によるテキスト表示対象の画像データを、前記管理手段によ
り管理される表示順で切り替え、その切り替えを継続するテキストデータ切替手段と、前
記テキストデータ表示手段によりテキストデータが表示されているとき、ユーザにより所
定の停止指示がされたかを判断する停止指示判断手段と、前記停止指示判断手段により前
記停止指示がされたと判断された場合、前記テキストデータ表示手段によるテキストデー
タの表示から、前記画像データを表す画像の表示に移行する画像表示手段として機能させ
るものであり、前記画像表示手段は、前記停止指示がされたときのテキスト表示対象の画
像データを含むと共に、前記管理手段により管理される表示順において連続する複数の画
像データを決定し、その複数の画像データを表す画像列を前記画面に表示するものである
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　請求項１記載の表示装置によれば、テキストデータ表示手段により、画像データに対応
付けられたテキストデータが読み出され、表示される。そして、テキストデータ表示手段
によるテキスト表示対象の画像データの切り替えを要求する切替指示が、ユーザによって
入力されると、その入力を条件として前記テキストデータ表示手段によるテキスト表示対
象の画像データが、前記管理手段により管理される表示順で切り替えられ、その切り替え
が継続される。テキストデータの表示は、画像表示に比較して高速で処理することができ
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るので、多数の画像データについて、そのテキストデータをユーザに迅速に視認させるこ
とができる。
【００１８】
　そして、ユーザにより停止指示がされたと判断された場合、画像表示手段により、テキ
ストデータの表示から、画像の表示に移行される。ここで、画像表示手段は、停止指示が
されたときのテキスト表示対象の画像データを含むと共に、管理手段により管理される表
示順において連続する複数の画像データを決定し、その複数の画像データを表す画像列を
前記画面に表示する。よって、ユーザは、所望の画像データを迅速に探し当てることがで
きるという効果がある。
【００１９】
　すなわち、次々と切り替え表示されるテキストデータを見つつ、所望の画像データに対
応すると予想されるテキストデータ、または表示順において所望の画像データと近い関係
にあると予想されるテキストデータを見つけたユーザが停止指示を行うと、そのときのテ
キスト表示対象の画像データを含むと共に表示順において連続する複数画像データの画像
列の表示に移行するので、ユーザは、その画像列から所望の画像データを迅速に探し当て
ることができるのである。
【００２０】
　ここで、前記テキストデータ表示手段により表示されるテキストデータは、前記画像デ
ータの作成日時、データ名、データサイズ、表示順のうち少なくともいずれか一つを含む
ものであっても良い。このようにすれば、これらのテキストデータに基づいて、画像デー
タの内容についておおよその見当が付くので、ユーザが所望の画像データを探し易い。
【００２１】
　請求項２記載の表示装置によれば、請求項１記載の表示装置の奏する効果に加え、ユー
ザは、切替指示の入力を継続するという操作により、テキストデータを次々と視認するこ
とができると共に、その切替指示の入力を終了するという操作により、その時点でテキス
ト表示対象であった画像データを含む複数画像データについて、画像列を視認することが
できるので、操作方法が直感的に分かりやすく、ユーザにとって利便性が高いという効果
がある。
【００２２】
　請求項３記載の表示装置によれば、請求項１または２に記載の表示装置の奏する効果に
加え、画像表示手段により画像列が表示される間に、切替指示の入力が所定時間以上継続
されることを条件として、画像表示手段による表示からテキストデータ表示手段による表
示へ移行する。そして、切替指示の入力をそのまま継続することにより、テキストデータ
表示手段によるテキスト表示対象の画像データが、管理手段により管理される表示順で切
り替えられ、その切り替えが継続される。したがって、操作手順がシンプルで、ユーザに
とって覚えやすいという効果がある。
【００２３】
　請求項４記載の表示装置によれば、請求項３記載の表示装置の奏する効果に加え、入力
手段により切替指示が入力され、その入力の継続時間が所定時間未満である場合、画像表
示手段による表示の対象画像データが、管理手段により管理される表示順に従って切り替
えられる。よって、ユーザは、切替指示を断続的に入力することにより、画像の表示対象
を切り替えることができ、さらには、その断続的な入力に代えて、入力を連続することに
より、画像の表示からテキストデータの表示に切り替えることができるので、操作が直感
的に分かりやすいという効果がある。
【００２４】
　請求項５記載の表示装置によれば、請求項１から４のいずれかに記載の表示装置の奏す
る効果に加え、テキストデータ表示手段は、画像データに対応付けて記憶手段に記憶され
ているテキストデータ、および画像データの表示順を含むデータを、テキストデータとし
て表示するので、ユーザは、テキストデータから、所望の画像データまたは表示順におい
て所望の画像データと近い関係にある画像データを容易に探し当てることができるという
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効果がある。
【００２５】
　ここで、前記テキストデータ表示手段は、前記管理手段によって表示順が管理される画
像データの総数と、対象画像データの表示順とを並べて表示するものであっても良い。こ
のようにすれば、ユーザは、所望の画像データが、全体の表示順のなかで、何番目に当た
るかについて見当をつけることにより、迅速に所望の画像データを探し当てることができ
る。
【００２６】
　請求項６記載の表示装置によれば、請求項１から５のいずれかに記載の表示装置の奏す
る効果に加え、バーにおける少なくとも一部を指示するマークにより、表示順の総数に対
する対象画像データの表示順が表されるので、ユーザにとっては、閲覧中のテキストデー
タの表示順を直感的に把握しやすく、所望の画像データを探し当て易いという効果がある
。
【００２７】
　請求項７記載の表示装置によれば、請求項６記載の表示装置の奏する効果に加え、管理
手段により管理される表示順は、画像データの作成日に従った順序であり、スクロールバ
ー表示手段により表示されるバーは、画像データの作成日毎に異なる態様を示すので、画
像データの作成日時の順にテキストデータが順次表示されていく中で、その作成日の切り
替わりに、ユーザが気づくことができ、所望の画像データを探し当てやすいという効果が
ある。
【００２８】
　ここで、「画像データの作成日」とは、画像データが作成された日を含む情報のことを
いい、例えば、画像データがデジタルカメラで撮影された写真データである場合には、そ
の撮影日が前記作成日に該当する。
【００２９】
　また、「画像データの作成日毎に異なる態様を示す」、とは、例えば、前記バーを、作
成日毎に区分し、作成日毎にその表示色、模様、または形態を異ならせることを意味して
いる。
【００３０】
　請求項８記載の表示装置によれば、請求項１から７のいずれかに記載の表示装置の奏す
る効果に加え、前記テキストデータ切替手段は、所定数ずつ飛ばした順序でテキスト表示
対象の画像データを切り替えるので、テキストデータがより高速に切り替え表示されると
いう効果がある。
【００３１】
　請求項９記載の表示制御プログラムによれば、表示装置において実行されることにより
、請求項１記載の表示装置と同様の作用効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　以下、本発明の好ましい実施形態について、添付図面を参照して説明する。図１は、本
発明に係る表示装置の一実施形態である複合機１の外観構成を示す斜視図である。複合機
１は、メモリカードに記憶された画像データのサムネイルを表示する通常表示モードと、
メモリカードに記憶された画像データのテキストデータを表示する高速表示モードとを切
り替え可能に構成されており、高速表示モードを適宜利用することにより、ユーザが所望
の画像データを迅速に探し当てることができるように構成された装置である。
【００３３】
　複合機１は、下部に設けられたプリンタ２と、上部に設けられたスキャナ３と、スキャ
ナ３の正面側に設けられた操作パネル４とを一体的に備えたＭＦＤ（Ｍｕｌｔｉ　Ｆｕｎ
ｃｔｉｏｎ　Ｄｅｖｉｃｅ）であり、スキャナ機能、コピー機能、ファクシミリ機能を備
えている。
【００３４】
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　その他にも、複合機１は、ＵＳＢメモリ、デジタルカメラ、パーソナルコンピュータ等
の外部装置と接続されて外部装置から受け取ったデータを記録用紙に記録する機能、また
、外部装置から受け取ったデータまたはメモリカードから読み込んだデータを操作パネル
４上の液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）４
１に表示する機能をも備えている
。
【００３５】
　また、操作パネル４は、プリンタ２やスキャナ３を操作するためのものであり、各種操
作キー４０とＬＣＤ４１とが備えられている。
【００３６】
　ＬＣＤ４１は、矢印Ａ方向を長手方向（幅方向）とする矩形状に形成されており、幅方
向を横とした場合の縦横比は３対８で構成されている。より具体的には、縦横比が３対４
である矩形状の独立した２つのＬＣＤを矢印Ａ方向に隣接させて一体的に構成されている
。但し、図中では、この縮尺は無視して図示している。
【００３７】
　また、ＬＣＤ４１は周知のタッチパネルと一体で構成されており、ＬＣＤ４１に表示し
ているサムネイル、アイコン等がユーザーによってタッチされれば、そのタッチされたＬ
ＣＤ４１上の座標からタッチされたサムネイル、アイコン等を認識することができる。な
お、本実施形態のタッチパネルは、ユーザの指などが物理的に接触された場合に、接触さ
れたサムネイル、アイコンなどを認識するものであるとして説明するが、これに代えて、
指などが近接されたサムネイル、アイコンなどを認識するタッチパネルが用いられても良
いことはもちろんである。
【００３８】
　複合機１に所定の指令が入力されると、その入力された情報に基づいて該複合機１の動
作が制御部２０（図２参照）によって制御される。なお、複合機１は、操作パネル４から
入力された指令のほか、コンピュータからプリンタドライバやスキャナドライバ等を介し
て送信される指令に基づいて動作するように構成されている。
【００３９】
　操作パネル４の下方には、接続パネル７０が設けられている。この接続パネル７０には
、その左端側にＵＳＢ端子７１が配設されている。ＵＳＢ端子７１は、外部機器とＵＳＢ
接続することにより該外部機器と本複合機１とを通信可能に接続するコネクタ端子である
。
【００４０】
　接続パネル７０の右端側にはスロット部７２が配設されている。スロット部７２はメモ
リカード（カード型メモリ）が着脱可能に装填可能な複数のカードスロットが設けられて
いる。カードスロットにメモリカードが装填され、該装填されたメモリカードから画像デ
ータが後述の制御部２０により読み出すことができる。
【００４１】
　図２を参照して、複合機１の動作を制御する制御部２０の概略構成について説明する。
図２は、複合機１の制御部２０の概略構成を示すブロック図である。制御部２０は、プリ
ンタ２、スキャナ３及び操作パネル４を含む複合機１の動作を統括的に制御するものであ
る。
【００４２】
　制御部２０は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）２１、Ｒ
ＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）２２、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｍｅｍｏｒｙ）２３、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　
ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）２４を主とするマイクロコンピュータとし
て構成されており、バス２５を介してＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆ
ｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）２６に接続されている。
【００４３】
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　ＣＰＵ２１は、複合機１を総括的に制御する中央演算処理であり、ＲＯＭ２２に記憶さ
れているプログラムに沿って動作する。ＲＯＭ２２には、複合機１の各種動作を制御する
ためのプログラムが格納されており、図５から図９にフローチャートで示す処理を実行さ
せるためのプログラムとして、表示制御プログラム２２ａが記憶されている。
【００４４】
　ＲＡＭ２３は、ＣＰＵ２１が上記プログラムを実行する際に用いる各種データを一時的
に記録する記憶領域又は作業領域として使用され、管理メモリ２３ａ、画像データメモリ
２３ｂ、ファイル情報メモリ２３ｃ、表示領域管理メモリ２３ｄが設けられている。
【００４５】
　管理メモリ２３ａは、メモリカード７２ａ内に記憶された画像データの各々に対応付け
られる画像データ番号（特許請求の範囲に記載の表示順の一例）を管理するメモリである
。
【００４６】
　ここで、本実施形態においては、メモリカード７２ａ内に記憶される画像データは、デ
ジタルカメラで撮影された画像データであり、各画像データにファイル情報として撮影日
時が含まれている。ＣＰＵ２１は、メモリカード７２ａ内の画像データの各々からファイ
ル情報を読み出し、そのファイル情報を撮影日時でソートし、その順序に従って各画像デ
ータに画像データ番号を付す。そして、後述する表示処理では、管理メモリ２３ａに記憶
された画像データ番号の順、すなわち、画像データの撮影日の順に、画像データのサムネ
イルまたはテキストデータが表示される。
【００４７】
　なお、本実施形態でいう「撮影日」は、特許請求の範囲に記載の「作成日」の一例に相
当するものである。
【００４８】
　画像データメモリ２３ｂは、スロット部７２に装填されたメモリカード７２ａから読み
込まれた画像データが記憶されるメモリである。この画像データを縮小処理することによ
り、ＬＣＤ４１にサムネイルを表示するためデータが作成される。
【００４９】
　ファイル情報メモリ２３ｃは、スロット部７２に装填されたメモリカード７２ａから読
み込まれたファイル情報４１ｃ（図３（ｂ）参照）が記憶されるメモリである。このファ
イル情報４１ｃは、ファイル名（画像データ名）、撮影日、ファイルサイズ（データサイ
ズ）を含む情報であって、各画像データの各々に予め付加されている。
【００５０】
　図３を参照して、画像データ番号の順に表示されるサムネイルおよびテキストデータに
ついてより詳細に説明する。図３（ａ）は、ＬＣＤ４１に表示される通常表示モード画面
の一例を示す図である。図３（ａ）に示すように、通常表示モード画面は、メモリカード
７２ａに記憶された各画像データの縮小画像であるサムネイル４１ａを、画像データ番号
の順に表示する画面である。
【００５１】
　また、図３（ａ）に示すように、各サムネイル表示領域内における右上隅には、各サム
ネイル４１ａに対応する画像データ番号、およびメモリカード７２ａ内におけるアクセス
可能な画像データの総数（図３（ａ）においては３００）が表示される。したがって、ユ
ーザにとっては、現在自分が見ているサムネイル４１ａが、全体における何番目に該当す
るか、大体の割合を把握することができる。
【００５２】
　ここで、サムネイル４１ａは、ＬＣＤ４１に向かって左から右への方向に画像データ番
号が大となるように配置されることによりサムネイル列４１ｂを構成しており、図３（ａ
）に示す例では、サムネイル列４１ｂは上下２段に分けて表示される。
【００５３】
　以降の説明では、サムネイル列４１ｂを構成するサムネイル４１ａのうち、ＬＣＤ４１
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に向かって左上端に位置する画像データ番号が最小のサムネイル４１ａを、以降「先頭サ
ムネイル」と称する。また、ＬＣＤ４１に向かって右下端に位置する、画像データ番号が
最大のサムネイル４１ａを、以降「末尾サムネイル」と称することとする。
【００５４】
　図３（ａ）に示すように、通常モード表示画面においては、サムネイル列４１ｂの右方
の表示領域に、右スクロールアイコン５０と左スクロールアイコン５２とが表示される。
上述したように、ＬＣＤ４１は、タッチパネルと一体で構成されているので、ユーザは、
左右スクロールアイコン５０，５２にタッチすることで切替指示を入力することができる
。
【００５５】
　特に、本実施形態では、左右スクロールアイコン５０，５２に所定時間以上、継続して
タッチすること、すなわち切替指示を所定時間以上継続することを、「長押し」と称する
。一方、切替指示を所定時間未満だけ入力すること、すなわち所定時間未満、左右スクロ
ールアイコン５０，５２にタッチすることを「短押し」と称する。以下に詳細を述べるが
、左右スクロールアイコン５０，５２の「長押し」による切替指示と、「短押し」による
切替指示とには、それぞれ異なる機能が割り当てられている。
【００５６】
　まず、左右スクロールアイコン５０，５２の「短押し」に割り当てられている機能につ
いて説明する。複合機１では、左右スクロールアイコン５０，５２の「短押し」を条件と
して、表示対象の画像データを、画像データ番号の順に切り替える処理を実行する。より
具体的には、右スクロールアイコン５０が「短押し」される場合、画像データ番号が大と
なる方向にサムネイル４１ａ表示対象の画像データが切り替えられる。逆に、左スクロー
ルアイコン５２が「短押し」される場合、画像データ番号が小となる方向にサムネイル４
１ａ表示対象の画像データが切り替えられる。
【００５７】
　例えば、図３（ａ）に示すように、画像データ番号「１」から「６」のサムネイル４１
ａが表示されているときに、右スクロールアイコン５０が「短押し」されると、そのとき
の末尾サムネイルの画像データ番号「６」の次の画像データ番号である「７」が次の先頭
サムネイル４１ａの画像データ番号として決定される。そして、切替後の画面では、画像
データ番号「７」から「１２」までのサムネイル４１ａが表示されることとなる。
【００５８】
　すなわち、左右スクロールアイコン５０，５２を「短押し」することにより、サムネイ
ルを所定枚数ずつ（図３（ａ）に示す例では６枚ずつ）画像データ番号の順に表示させる
ことができる。
【００５９】
　次に、左右スクロールアイコン５０，５２の「長押し」に割り当てられている機能につ
いて説明する。本実施形態の複合機１においては、左右スクロールアイコン５０，５２の
「長押し」には、通常表示モード画面から高速表示モード画面への切替を指示する「移行
指示」が割り当てられている。
【００６０】
　図３（ｂ）を参照して、高速表示モード画面について説明する。図３（ｂ）は、高速表
示モード画面の一例を示す図である。図３（ｂ）に示すように、高速表示モード画面は、
テキストデータ４１ｃをＬＣＤ４１に表示する画面である。テキストデータ４１ｃは、１
の画像データ分のファイル情報４１ｃ１と、画像データ番号を含む表示順情報４１ｃ２と
とからなる。図３（ｂ）に示すように、ファイル情報４１ｃ１は、ファイル名、撮影日、
ファイルサイズを含む。このテキストデータ４１ｃがＬＣＤ４１に表示されることにより
、ユーザは、画像データの内容について見当を付けることができる。
【００６１】
　図３（ｂ）に示すように、高速表示モード画面においては、図３（ａ）に示す通常表示
モード画面と同様に、テキストデータ４１ｃ右方の表示領域に、左右スクロールアイコン
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５０，５２が表示される。
【００６２】
　上述したように、通常表示モード画面において、左右スクロールアイコン５０，５２が
長押しされると、通常表示モード画面（図３（ａ）参照）から高速表示モード画面（図３
（ｂ）参照）に移行するが、その移行後において、左右スクロールアイコン５０，５２の
長押しを継続すると、テキストデータ４１ｃが、画像データ番号の順に切り替えられ、且
つその切替が継続される。
【００６３】
　すなわち、右スクロールアイコン５０の「長押し」が継続されると、高速表示モード画
面へ移行し、且つ画像データ番号の降順に、テキストデータ４１ｃ表示対象の画像データ
が順次切り替えられ、そのテキストデータ４１ｃが順次切り替え表示される。一方、左ス
クロールアイコン５２の「長押し」が継続されると、画像データ番号の昇順に、テキスト
データ４１ｃ表示対象の画像データが順次切り替えられ、そのテキストデータ４１ｃが順
次切り替え表示される。このテキストデータ４１ｃの切り替えは、左右スクロールアイコ
ン５０，５２が長押しされる間、継続して行われる。
【００６４】
　テキストデータ４１ｃは、画像であるサムネイル４１ａに比較して、短時間で読み込み
及び表示の処理を行うことができる。よって、通常表示モード画面に比較して高速で切り
替え処理を行うことが可能である。その結果、メモリカード７２ａ内に多数の画像データ
が記憶されている場合であっても、短時間で多数のテキストデータ４１ｃをユーザに閲覧
させることができる。
【００６５】
　さらに、このテキストデータ４１ｃの切替は、画像データ番号を所定数ずつ飛ばした順
序で行われる。すなわち、画像データ番号「１」のテキストデータ４１ｃが表示されてい
る場合、次の表示対象としては、例えば、６枚分飛ばした画像データ番号「７」のテキス
トデータ４１ｃが表示される。このようにすれば、画像データ番号が最大値のテキストデ
ータ４１ｃまで高速に切替表示することができる。
【００６６】
　また、ユーザにとっては、通常表示モード画面から高速表示モード画面への移行を指示
するための操作である、左右スクロールアイコン５０，５２の「長押し」をそのまま継続
することで、テキストデータ４１ｃを自動的に継続して切り替えられるので、操作手順が
シンプルで、覚えやすい。さらに、テキストデータ４１ｃとして、表示対象の画像データ
番号と、画像データ総数とが並ぶ表示順情報４１ｃ２が表示されているので、ユーザは、
所望の画像データが、全体の画像データのなかで、大体何番目に当たるかについて見当を
つけた上で、切り替え表示されるテキストデータ４１ｃを閲覧することにより、迅速に所
望の画像データを探し当てることができる。
【００６７】
　さらに、図３（ｂ）に示すように、高速表示モード画面におけるテキストデータ４１ｃ
の下方には、スクロールバー４１ｄが表示される。スクロールバー４１ｄは、アクセス可
能な画像データの総数に相当するバー４１ｄ１と、そのバー４１ｄ１の一部を指示するマ
ーク４１ｄ２とを含む画像として構成されている。バー４１ｄ１の左端からマーク４１ｄ
２の指示位置までの距離は、現在表示されているテキストデータ４１ｃの画像データ番号
が、画像データの総数に対し、どの程度の割合にあるかを表している。よって、ユーザは
、マーク４１ｄ２の指示位置（すなわち表示位置）から、表示対象が所望の画像データに
近づいているか否かを直感的に把握することができる。
【００６８】
　また、図３（ｂ）に示すように、バー４１ｄ１は、その長手方向が複数の領域に区分さ
れる。そして、各領域には画像データの撮影日が割り当てられ、各領域が互いに異なる色
で描画される。なお、図３（ｂ）においては、網掛けにより各領域の色の違いを表現して
いる。よって、ユーザにとっては、現在見ているテキストデータ４１ｃが、何日に撮影さ
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れた画像データに対応したものであるかを迅速に把握することができると共に、テキスト
データ４１ｃが画像データ番号の順に順次切り替え表示されてゆく中で、その撮影日の切
り替わりに、容易に気づくことができ、所望の画像データを探し当てやすい。なお、テキ
ストデータ４１ｃにおける撮影日の表示色は、バー４１ｄ１においてその撮影日に対応す
る領域の描画色と統一されている。
【００６９】
　次に、図４を参照して、高速表示モード画面において、左右スクロールアイコン５０，
５２の「長押し」が終了される場合について説明する。左右スクロールアイコン５０，５
２の「長押し」を終了する操作には、高速表示モードの停止を指示する「停止指示」が割
り当てられている。
【００７０】
　図４は、高速表示モード画面表示中に、左右スクロールアイコン５０，５２の「長押し
」が終了された場合における、画面の遷移を説明する図である。図４（ａ）に示すように
、本実施形態の複合機１では、高速表示モード画面表示中に、左右スクロールアイコン５
０，５２の「長押し」が終了されることを条件として、ＬＣＤ４１における表示を、図４
（ｂ）に示す通常表示モード画面へ移行する。
【００７１】
　図４（ｂ）に示すように、このとき、通常表示モード画面に表示されるサムネイル列４
１ｂは、左右スクロールアイコン５０，５２の長押しが終了したときに、テキストデータ
４１ｃ表示の対象であった画像データのサムネイル４１ａを含む。例えば、左右スクロー
ルアイコン５０，５２の長押し終了時、画像データ番号「１５０」のテキストデータ４１
ｃが表示されていた場合は、その画像データ番号「１５０」の画像データと、画像データ
番号において連続する複数の画像データ（図４（ｂ）においては６枚分の画像データ）が
、サムネイル４１ａの表示対象として決定され、ＬＣＤ４１における表示が、そのサムネ
イル４１ａを含む通常表示モード画面に切り替えられる。
【００７２】
　よって、最初に表示される通常表示モード画面を見たユーザが、通常表示モード画面に
表示されたサムネイル４１ａおよび画像データの総数を見て、目的とする画像データに到
達するまでに、多数の画像データを切り替えなければならないと判断した場合、左右スク
ロールアイコン５０，５２を「長押し」することにより、通常表示モード画面から高速表
示モード画面への移行を指示する。そして、そのまま左右スクロールアイコン５０，５２
の「長押し」を継続する。この場合、ＬＣＤ４１における表示は、通常表示モード画面か
ら高速表示モード画面へ移行すると共に、表示されるテキストデータ４１ｃが、画像デー
タ番号の降順または昇順に順次切り替える。
【００７３】
　そして、次々と切り替え表示されるテキストデータ４１ｃまたはスクロールバー４１ｄ
を見つつ、所望の画像データに対応すると予想されるテキストデータ４１ｃ、または画像
データ番号において所望の画像データと近い関係にあると予想されるテキストデータ４１
ｃを見つけたユーザが、左右スクロールアイコン５０，５２の「長押し」を終了すると、
そのときのテキストデータ４１ｃ表示対象の画像データを含むと共に画像データ番号にお
いて連続する複数画像データのサムネイル列４１ｂの表示に移行する。よって、そのサム
ネイル列４１ｂから各画像データの内容を詳細に判断することができる。このように、本
実施形態の複合機１によれば、画像データに対応付けられたテキストデータ１４ｃを切り
替え表示してユーザに視認させることにより、ユーザが所望の画像データを迅速に探し当
てることができる。
【００７４】
　また、ユーザにとっては、左右スクロールアイコン５０，５２を「短押し」する場合は
、あたかもコマ送りのように、表示対象サムネイルを切替指示することができる上、同じ
左右スクロールアイコン５０，５２を「長押し」するという操作をする場合は、あたかも
早送りや巻き戻しのように、テキストデータ４１ｃを高速に切り替えつつ順次視認するこ
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とができる。さらに、左右スクロールアイコン５０，５２の「長押し」を終了する場合は
、あたかも早送り操作や巻き戻し操作を停止する場合のように、その時点でテキストデー
タ４１ｃの表示対象であった画像データを含む複数画像データを表すサムネイル列４１ｂ
を視認することができる。よって、操作方法が直感的に分かりやすく、ユーザにとって利
便性が高い。
【００７５】
　図２に戻り説明する。表示領域管理メモリ２３ｄは、ＬＣＤ４１上に表示するサムネイ
ル４１ａの表示領域やテキストデータ４１ｃの表示領域、または左右スクロールアイコン
５０，５２などの各種アイコンの表示領域と、ＬＣＤ４１上の座標とを対応つけて記憶す
るものである。
【００７６】
　ＥＥＰＲＯＭ２４は、書き換え可能な不揮発性のメモリである。ＡＳＩＣ２６は、ＣＰ
Ｕ２１からの指令に従い、プリンタ２、スキャナ３、操作パネル４、及びスロット部７２
などの動作制御を行なう。
【００７７】
　また、ＡＳＩＣ２６には、複合機１に所望の指令を入力する操作キー４０を制御するパ
ネルゲートアレイ２７（パネルＧＡ２７）、ＬＣＤ４１の画面表示を制御するＬＣＤコン
トローラ２８、パラレルインタフェース２９、ＵＳＢ端子７１、アンプ７を介してスピー
カ７４が接続されている。さらに、ＡＳＩＣ２６には、ＮＣＵ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　Ｕｎｉｔ）３１が接続され、そのＮＣＵにはモデム３２が接続されている。
【００７８】
　次に、図５から図９を参照して、本実施形態の複合機１によって実行される、通常表示
モード画面または高速表示モード画面を表示する処理について説明する。
【００７９】
　図５は、複合機１において実行される表示処理を示すフローチャートである。この表示
処理は、スロット部７２にメモリカード７２ａが装填された場合に実行される処理であり
、通常表示モード画面または高速表示モード画面のいずれかをＬＣＤ４１に表示する処理
である。
【００８０】
　まず、読み出し可能な画像データを持つメモリカード７２ａにアクセス可能か否かを判
断する（Ｓ２）。Ｓ２の判断が否定される場合（Ｓ２：Ｎｏ）、処理を終了するが、Ｓ２
の判断が肯定されると（Ｓ２：Ｙｅｓ）、次に、スロット部７２に装填されたメモリカー
ド７２ａにアクセスし、アクセス可能な画像データの総数Ｎを取得する（Ｓ４）。
【００８１】
　次に、通常表示モード画面に何枚のサムネイル４１ａを表示するかを表す「表示枚数Ｓ
」の初期設定値ｎをＥＥＰＲＯＭ２４（図２参照）から取得する（Ｓ６）。この初期設定
値ｎは、ユーザによって予め設定されている値であるが、ユーザ指示に応じて適宜変更可
能なように構成されている。
【００８２】
　次に、変数を設定する。まず、変数「表示モードＭ」に、通常表示モードを表す値「Ｎ
ｏｒｍａｌ」を設定する（Ｓ８）。また、変数「表示枚数Ｓ」に初期設定値ｎを設定する
。また、変数「画像データ番号Ｎｉ」に初期値「１」を設定する。この変数「画像データ
番号Ｎｉ」は、先頭サムネイルの画像データ番号（すなわち、通常表示モード画面におけ
る向かって左上端に位置するサムネイルの画像データ番号）を表す変数である。
【００８３】
　このように変数を設定することにより、後述する通常表示モード処理（Ｓ２２）におい
て、画像データ番号「１」を先頭とするｎ枚のサムネイルが、通常表示モード画面に表示
されることとなる。
【００８４】
　次に、変数「表示モードＭ」の値が「Ｎｏｒｍａｌ」であるか、高速表示モードを表す
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「Ｆａｓｔ」であるかを判断する（Ｓ１０）。「表示モードＭ」の値が「Ｎｏｒｍａｌ」
である場合（Ｓ１０：Ｎｏｒｍａｌ）、通常表示モード処理（Ｓ２２）を実行する。一方
、「表示モードＭ」の値が「Ｆａｓｔ」である場合（Ｓ１０：Ｆａｓｔ）、高速表示モー
ド処理（Ｓ２４）を実行する。
【００８５】
　図６を参照して、通常表示モード処理（Ｓ２２）について説明する。図６は、通常表示
モード処理を示すフローチャートである。この通常表示モード処理（Ｓ２２）は、図３（
ａ）を参照して説明した通常表示モード画面を表示する処理である。
【００８６】
　まず、サムネイル表示領域Ｒｉを表示枚数Ｓ分作成し、表示領域管理メモリ２３ｄ（図
２参照）に記憶する（Ｓ６０２）。次に、各サムネイル表示領域Ｒｉに「Ｎｏｗ　Ｌｏａ
ｄｉｎｇ」と表示する（Ｓ６０４）。
【００８７】
　そして、変数を設定する（Ｓ６０６）。まず、変数「表示済み枚数Ｓｃ」に「０」を設
定する。変数「表示済み枚数Ｓｃ」は、通常表示モード画面に表示済みのサムネイル４１
ａの枚数を表す変数である。後述する処理において、１枚のサムネイル４１ａの表示が完
了する毎に、変数「表示済み枚数Ｓｃ」の値に「１」が加算される。
【００８８】
　また、ユーザからの指示を待ち受ける状態にあるか否かを示す変数「待ち受け状態Ｗ」
に値「Ｎｏ」を設定する。「Ｎｏ」は、通常表示モード画面に、表示待ち状態にあるサム
ネイルが存在すること、すなわち、「Ｎｏｗ　Ｌｏａｄｉｎｇ」と表示されているサムネ
イル表示領域Ｒｉが存在していることを示す値である。
【００８９】
　最初は、全サムネイルが未表示の状態にあるので、「待ち受け状態Ｗ」には「Ｎｏ」が
設定される。なお、全サムネイル表示領域Ｒｉにおいて、サムネイル４１ａの表示が完了
したとき、変数「待ち受け状態Ｗ」の値は「Ｙｅｓ」に変更される。
【００９０】
　また、次に表示すべきサムネイル４１ａの画像データ番号を表す変数「表示画像データ
番号Ｎｊ」に、「Ｎｉ」を設定する。このように変数を設定することにより、以降の処理
では、画像データ番号が「Ｎｉ」のサムネイルから順に表示処理が開始されることとなる
。
【００９１】
　まず、表示済み枚数Ｓｃが表示枚数Ｓ未満であり、且つ、表示画像データ番号Ｎｊが画
像データの総数Ｎ以下であるという条件（Ｓｃ＜Ｓ且つＮｊ≦Ｎ）を満たすかを判断する
（Ｓ６０８）。最初は、Ｓ６０８の判断が肯定されるので（Ｓ６０８：Ｙｅｓ）、次に、
画像データ番号が「Ｎｊ」の画像データをメモリカード７２ａから取得して（Ｓ６１０）
、そのサムネイルをサムネイル表示領域Ｒｉに表示する（Ｓ６１２）。
【００９２】
　このようにして、新たに１枚のサムネイルが画面に表示されると、次に、「Ｎｊ」およ
び変数「表示済み枚数Ｓｃ」の値に、それぞれ「１」を加算する（Ｓ６１４）。そして、
変数「待ち受け状態Ｗ」の値が「Ｎｏ」であり、且つ、ＬＣＤ４１に対するユーザ操作が
検出されないか否かを判断する（Ｓ６１６）。そして、Ｓ６１６の判断が肯定される場合
（Ｓ６１６：Ｙｅｓ）、Ｓ６０８に戻り処理を繰り返す。なお、Ｓ６０８に戻るときには
、次にサムネイルが表示されるべき領域を表すサムネイル表示領域Ｒｉの添え字「ｉ」に
、「１」を加算する。
【００９３】
　このようにして処理を繰り返すうちに、Ｓ枚のサムネイルの表示が完了するか、または
、アクセス可能な全画像データのサムネイルの表示を完了すると、Ｓ６０８の判断が否定
されるので（Ｓ６０８：Ｎｏ）、次に、変数「待ち受け状態Ｗ」に値「Ｙｅｓ」を設定す
る（Ｓ６２６）。
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【００９４】
　次に、Ｓ６１６の処理に移行するが、変数「待ち受け状態Ｗ」の値が「Ｙｅｓ」である
ので、Ｓ６１６の判断が否定される（Ｓ６１６：Ｎｏ）。そして、「待ち受け状態Ｗ」の
値が「Ｙｅｓ」であり、且つ、ＬＣＤ４１に対するユーザ操作が無いか否かを判断する（
Ｓ６１８）。Ｓ６１８の判断が肯定される場合、すなわち、Ｓ枚分のサムネイル４１ａの
表示が完了し、且つユーザ操作無しの場合（Ｓ６１８：Ｙｅｓ）、処理を待機する。
【００９５】
　一方、ＬＣＤ４１に対するユーザ操作がされた場合、Ｓ６１６の判断が否定されると共
に、Ｓ６１８の判断が否定される（Ｓ６１６：Ｎｏ，Ｓ６１８：Ｎｏ）。この場合、次に
、ユーザ操作が、左右スクロールアイコン５０，５２に対する操作であるか否かを判断す
る（Ｓ６２０）。Ｓ６２０の判断が否定される場合（Ｓ６２０：Ｎｏ）、ユーザ操作に応
じた処理を実行し（Ｓ６２４）、処理を終了する。
【００９６】
　一方、ユーザ操作が左右スクロールアイコン５０，５２に対する操作である場合、その
操作が所定時間以上継続しているか否か、すなわち左右スクロールアイコン５０，５２の
「長押し」であるか否かを判断する（Ｓ６２２）。Ｓ６２２の判断が肯定される場合（Ｓ
６２２：Ｙｅｓ）、図８に示す、高速表示モード画面を表示するための処理に移行するが
、その詳細は後述する。
【００９７】
　一方、Ｓ６２２の判断が否定される場合（Ｓ６２２：Ｎｏ）、すなわち、左右スクロー
ルアイコン５０，５２の「短押し」である場合、図７に示す、表示対象の画像データを切
り替える処理に移行する。
【００９８】
　図７は、図６に示す通常表示モード処理（Ｓ２２）に続けて実行される処理を示すフロ
ーチャートである。図７に示す処理により、サムネイル表示対象の画像データが決定され
る。
【００９９】
　まず、左右スクロールアイコン５０，５２のどちらが「短押し」されたかを判断する（
Ｓ７０２）。右スクロールアイコン５０が「短押し」されたと判断された場合（Ｓ７０２
：右スクロールアイコン）、表示対象の画像データを、画像データ番号が大となる方向に
変更する。
【０１００】
　すなわち、先頭サムネイルの画像データ番号を表す値「Ｎｉ」に、変数「表示枚数Ｓ」
の値を加算する（Ｓ７１２）。このようにすれば、現在ＬＣＤ４１に、例えば、画像デー
タ番号「１」から「６」までのサムネイル列４１ｂが表示されている場合は、先頭サムネ
イルの画像データ番号「１」に表示枚数「６」を加えた値、すなわち画像データ番号「７
」のサムネイルが、次回表示されるべきサムネイル列４１ｂの先頭サムネイルとして決定
される。その結果、次回表示される通常表示モード画面においては、画像データ番号「７
」から画像データ番号「１２」までのサムネイルで構成されるサムネイル列４１ｂがＬＣ
Ｄ４１に表示されることとなる。
【０１０１】
　次に、「Ｎｉ」が、アクセス可能な画像データの総数Ｎ以上であるか否かを判断する（
Ｓ７１４）。Ｓ７１４の判断が肯定される場合（Ｓ７１４：Ｙｅｓ）、「Ｎｉ」を「１」
とする（Ｓ７１６）。すなわち、画像データ番号「１」のサムネイルを、次の先頭サムネ
イルとして決定する。一方、Ｓ７１４の判断が否定される場合（Ｓ７１４：Ｎｏ）、Ｓ７
１６をスキップし、Ｓ７１０の処理に移行する。
【０１０２】
　これにより、以降の処理において、画像データ番号が大となる方向にサムネイルが切り
替え表示されると共に、切替表示が繰り返される内に、「Ｎｉ」が画像データの総数Ｎ以
上となると、「Ｎｉ」の値が「１」に戻される。



(16) JP 2009-129285 A 2009.6.11

10

20

30

40

50

【０１０３】
　一方、左スクロールアイコン５２が短押しされたと判断された場合（Ｓ７０２：左スク
ロールアイコン）、サムネイル表示対象の画像データを、画像データ番号が小となる方向
に変更する。
【０１０４】
　すなわち、先頭サムネイルの画像データ番号「Ｎｉ」から、変数「表示枚数Ｓ」の値を
減算する（Ｓ７０４）。このようにすれば、現在表示されているサムネイル列４１ｂが、
例えば、画像データ番号「７」から「１２」までのサムネイル４１ａで構成されている場
合、画像データ番号「７」から表示枚数「６」を減算した値、すなわち画像データ番号「
１」のサムネイル４１ａが、次回表示されるべきサムネイル列４１ｂの先頭サムネイルと
して決定される。その結果、次回表示される通常表示モード画面においては、画像データ
番号「１」から画像データ番号「６」までのサムネイルで構成されるサムネイル列４１ｂ
がＬＣＤ４１に表示されることとなる。
【０１０５】
　次に、「Ｎｉ」が「１」未満となったか否かを判断する（Ｓ７０６）。Ｓ７０６の判断
が否定される場合（Ｓ７０６：Ｎｏ）、Ｓ７１０に移行する。一方、「Ｎｉ」が「１」未
満となった場合（Ｓ７０６：Ｙｅｓ）、画像データの総数Ｎを、表示枚数Ｓで割った余り
を「ａ」とする。そして、ａ＝０の場合、先頭サムネイルの画像データ番号を表す値「Ｎ
ｉ」を、「Ｎ－Ｓ＋１」とする。一方、ａ≠０の場合、先頭サムネイルの画像データ番号
を表す値「Ｎｉ」を「Ｎ－ａ＋１」とする。
【０１０６】
　上述のように、通常表示モード画面における次の表示対象の画像データ番号が決定され
ると、次に、変数「表示モードＭ」の値として、通常表示モードを意味する「Ｎｏｒｍａ
ｌ」を設定する（Ｓ７１０）。
【０１０７】
　そして、図５に示すＳ１０の処理に戻り、通常表示モード処理（Ｓ２２）を実行する。
その結果、左右スクロールアイコン５０，５２が「短押し」される毎に、サムネイル列４
１ｂが、画像データ番号が大となる方向または画像データ番号が小となる方向に切り替え
表示されることとなる。
【０１０８】
　次に、図６に戻り、通常表示モード画面によってサムネイル列４１ｂが表示される間に
、左右スクロールアイコン５０，５２がユーザによって「長押し」された場合について説
明する。この場合、図６に示すＳ６２２の判断が肯定され（Ｓ６２２：Ｙｅｓ）、図８に
示す処理に移行する。そして、ＬＣＤ４１における表示を、通常表示モード画面から高速
表示モード画面へ移行する処理が実行される。
【０１０９】
　図８は、左右スクロールアイコン５０，５２が「長押し」された場合に実行される処理
であって、いずれの画像データを表示対象としてテキストデータ４１ｃ（図３（ｂ）参照
）を表示するかを決定するための処理である。
【０１１０】
　まず、左右スクロールアイコン５０，５２のいずれが「長押し」されたかを判断する（
Ｓ８０２）。右スクロールアイコン５０が「長押し」されたと判断された場合（Ｓ８０２
：右スクロールアイコン）、「Ｎｉ」の値に変数「表示枚数Ｓ」の値を加算する（Ｓ８１
２）。なお、通常表示モード設定時において、「Ｎｉ」は、先頭サムネイルの画像データ
番号を表す値であったが、高速表示モード設定時は、表示対象の画像データ番号を表す値
である。換言すれば、画像データ番号「Ｎｉ」の画像データが表示対象とされ、そのテキ
ストデータ４１ｃがＬＣＤ４１に表示される。
【０１１１】
　よって、「Ｎｉ」の値に「表示枚数Ｓ」の値を加算することにより、例えば、直前の通
常表示モード画面において、画像データ番号が「１」から「６」までのサムネイル列４１



(17) JP 2009-129285 A 2009.6.11

10

20

30

40

50

ｂが表示されていた場合は、画像データ番号「１」に表示枚数「Ｓ」を加えた値である画
像データ番号「７」の画像データが表示対象として決定され、そのテキストデータ４１ｃ
（図３（ｂ）参照）が、次回ＬＣＤ４１に表示される高速表示モード画面において表示さ
れる。
【０１１２】
　次に、「Ｎｉ」がアクセス可能な画像データの総数Ｎ以上であるか否か、すなわち、画
像データ番号の最大値に到達したか否かを判断する（Ｓ８１４）。Ｓ８１４の判断が肯定
される場合（Ｓ８１４：Ｙｅｓ）、「Ｎｉ」を「１」とする（Ｓ８１６）。一方、Ｓ８１
４の判断が否定される場合（Ｓ８１４：Ｎｏ）、Ｓ８１６をスキップし、Ｓ８１０の処理
に移行する。
【０１１３】
　一方、左スクロールアイコン５２が長押しされたと判断された場合（Ｓ８０２：左スク
ロールアイコン）、表示対象の画像データを、画像データ番号が小となる方向に変更する
。
【０１１４】
　すなわち、「Ｎｉ」から、変数「表示枚数Ｓ」の値を減算する（Ｓ８０４）。このよう
にすれば、例えば、画像データ番号「７」から「１２」までのサムネイルが通常表示モー
ド画面に表示されている場合、画像データ番号「１」のテキストデータ４１ｃが、次の表
示対象として決定される。
【０１１５】
　次に、変数「先頭画像データ番号Ｎｉ」の値が、「１」未満となったか否かを判断する
（Ｓ８０６）。Ｓ８０６の判断が否定される場合（Ｓ８０６：Ｎｏ）、Ｓ８１０に移行す
る。
【０１１６】
　一方、変数「先頭画像データ番号Ｎｉ」の値が「１」未満となった場合（Ｓ８０６：Ｙ
ｅｓ）、画像データの総数Ｎを、表示枚数Ｓで割った余りを「ａ」とする。そして、ａ＝
０の場合、「Ｎｉ」を、「Ｎ－Ｓ＋１」とする。一方、ａ≠０の場合、「Ｎｉ」を「Ｎ－
ａ＋１」とする。
【０１１７】
　このようにして、画像データ番号「Ｎｉ」が決定されると、次に、変数「表示モードＭ
」の値として、高速表示モードを意味する「Ｆａｓｔ」を設定する（Ｓ８１０）。そして
、図５に示すＳ１０の処理に戻り、高速表示モード処理（Ｓ２４）を実行する。これによ
り、ＬＣＤ４１における表示が、通常表示モード画面から高速表示モード画面に移行する
と共に、以降の処理において、画像データ番号「Ｎｉ」のテキストデータ４１ｃが、ＬＣ
Ｄ４１に表示される。
【０１１８】
　図９を参照して、高速表示モード処理（Ｓ２４）について説明する。図９は、高速表示
モード処理（Ｓ２４）を示すフローチャートである。高速表示モード処理（Ｓ２４）は、
画像データ番号「Ｎｉ」のテキストデータ４１ｃをＬＣＤ４１に表示すると共に、ユーザ
による左右スクロールアイコン５０，５２の「長押し」が継続される間は、テキストデー
タ４１ｃ表示対象の画像データを、画像データ番号の順で切り替え、その切り替えを継続
する処理である。
【０１１９】
　まず、テキストデータ表示領域Ｒｔを１画像データ分作成し、表示領域管理メモリ２３
ｄ（図２参照）に記憶する（Ｓ９０２）。次に、全画像データのファイル情報を、メモリ
カード７２ａから取得する（Ｓ９０４）。
【０１２０】
　そして、ファイル情報に含まれる撮影日を元に、スクロールバーのバー４１ｄ１（図３
（ｂ）参照）の描画色を撮影日毎に設定し、スクロールバー４１ｄを表示する（Ｓ９０６
）。次に、マーク４１ｄ２（図３（ｂ）参照）の指示位置を、Ｎｉ／Ｎに設定する。すな
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わち、バー４１ｄ１の長手方向を画像データの総数Ｎで等分し、画像データ番号「Ｎｉ」
に相当する位置に、マーク４１ｄ２の指示位置（すなわち表示位置）として設定する。
【０１２１】
　次に、画像データ番号「Ｎｉ」と、画像データ総数Ｎとからなる表示順情報４１ｃ２（
図３（ｂ）参照）を、テキスト表示領域Ｒｔに表示する（Ｓ９１０）。次に、画像データ
番号「Ｎｉ」のファイル情報４１ｃ１を、メモリカード７２ａから取得する（Ｓ９１２）
。
【０１２２】
　次に、取得したファイル情報４１ｃ１に含まれる撮影日の描画色を決定する。なお、こ
こで決定される描画色は、Ｓ９０６の処理において撮影日毎に設定された描画色に対応す
る色である。
【０１２３】
　次に、ファイル情報４１ｃ１をテキスト表示領域Ｒｔに表示する（Ｓ９１６）。そして
、ＬＣＤ４１に対するユーザ操作があったか否かを判断する（Ｓ９１８）。ユーザ操作が
無い場合（Ｓ９１８：Ｎｏ）、すなわち、左右スクロールアイコン５０，５２の「長押し
」が終了された場合、Ｓ９２８に戻り、変数「表示モードＭ」に、通常表示モードを表す
値「Ｎｏｒｍａｌ」を設定し（Ｓ９２８）、図５に示すＳ１０の処理に戻る。これにより
、ＬＣＤ４１における表示が、高速表示モード画面から通常表示モード画面に移行する。
さらに、通常表示モード画面に移行したとき、表示されるサムネイル列４１ｂは、左右ス
クロールアイコン５０，５２の「長押し」終了時に、テキストデータ４１ｃ表示の対象で
あった画像データ、すなわち画像データ番号「Ｎｉ」のサムネイルを、先頭サムネイルと
して含むサムネイル列４１ｂである（図４参照）。
【０１２４】
　したがって、ユーザは、高速表示モード画面におけるテキストデータから、目的とする
画像データであるか否か、或いは目的とする画像データに近づいたか否かについて見当を
付け、左右スクロールアイコン５０，５２の「長押し」を終了することにより、その見当
をつけた画像データのサムネイルを表示させ、そのサムネイルにより詳細な内容を確認し
、目的とする画像データであるか否かを判断することができる。
【０１２５】
　一方、ＬＣＤ４１に対するユーザ操作がある場合（Ｓ９１８：Ｙｅｓ）、次に、そのユ
ーザ操作が左右スクロールアイコン５０，５２に対してされたものであるか否かを判断す
る（Ｓ９２０）。Ｓ９２０の判断が否定される場合（Ｓ９２０：Ｎｏ）、ユーザ操作に応
じた処理を実行し（Ｓ９２６）、処理を終了する。
【０１２６】
　一方、Ｓ９２０の判断が肯定される場合（Ｓ９２０：Ｙｅｓ）、次に、左右スクロール
アイコン５０，５２に対する操作が所定時間以上継続しているか否か、すなわち左右スク
ロールアイコン５０，５２の「長押し」が継続中であるか否かを判断する（Ｓ９２４）。
Ｓ９２４の判断が肯定される場合（Ｓ９２４：Ｙｅｓ）、図８を参照して説明した、高速
表示モード画面を表示するための処理に移行する。
【０１２７】
　一方、Ｓ９２４の判断が否定される場合（Ｓ９２４：Ｎｏ）、すなわち、左右スクロー
ルアイコン５０，５２の短押しである場合、図７を参照して説明した、表示対象の画像デ
ータを切り替える処理に移行する。
【０１２８】
　以上、実施形態に基づき本発明を説明したが、本発明は上述した実施形態に何ら限定さ
れるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良変更が可能であること
は容易に推察できるものである。
【０１２９】
　例えば、本実施形態では、高速表示モード画面（図３（ｂ）参照）においては、テキス
トデータ４１ｃのファイル情報４１ｃ１として、ファイル名、撮影日、ファイルサイズが
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表示されていたが、これらのうち少なくとも１つが表示されるものであっても良い。
【０１３０】
　図１０（ａ）は、変形例の高速表示モード画面を示す図である。図１０（ａ）に示すよ
うに、テキストデータ４１ｃとして、例えば、画像データ番号、画像データの総数、およ
び撮影日のみを表示するように構成すれば、ユーザは、一定のテキスト表示領域において
切り替え表示される画像データ番号または撮影日に集中してその内容を判断することがで
き、所望の画像データを探すために有効なテキストデータ４１ｃ１を迅速に探し当てるこ
とができる。
【０１３１】
　また、これに代えて、高速表示モード画面には、画像データ番号と画像データの総数の
み、または撮影日のみをテキストデータ４１ｃ１として表示するようにしても良い。
【０１３２】
　また、上述した実施形態では、高速表示モード画面におけるテキスト表示領域には、テ
キストデータのみが表示されていたが、サムネイルが併せて表示されるように構成されて
も良い。
【０１３３】
　図１０（ｂ）は、変形例の高速表示モード画面を示す図である。図１０（ｂ）に示すよ
うに、テキスト表示領域に、表示対象画像データを表すサムネイル４１ｅを併せて表示す
ることにより、所望の画像データであるか否かをより正確に判断することができる。また
、１枚のサムネイルの表示は短時間で処理することができるので、テキストデータ４１ｃ
の表示対象の切替のスピードの損失は極めて少ない。
【０１３４】
　また、上述した実施形態の高速表示モード画面においては、撮影日は、年、月、日から
なる情報であったが、例えば、曜日が併せて表示されるように構成されても良い。また、
テキストデータ４１ｃに含まれる撮影日の表示は、曜日毎に異なる表示色が用いられても
良い。
【０１３５】
　また、上述した実施形態および変形例では、高速表示モード画面において、１の画像デ
ータ分のテキストデータ４１ｃがＬＣＤ４１に表示されるように構成されていたが、複数
画像データ分のテキストデータ４１ｃが、一画面に並べて表示されるように構成されてい
ても良い。
【０１３６】
　また、上述した実施形態では、テキストデータ４１ｃの切替が、画像データ番号を６ず
つ（すなわち表示枚数Ｓずつ）飛ばした順序で行われていたが、例えば、テキストデータ
４１ｃを、画像データ番号の順に１ずつ切り替えても良いし、ユーザによって設定された
任意の数ずつ、テキストデータ４１ｃを飛ばして切り替え表示しても良い。
【０１３７】
　また、上述した実施形態では、ユーザが目的とする画像データを発見した後の処理につ
いては説明を省略したが、例えば、通常表示モード画面に表示されたサムネイル４１ａの
うち、ユーザがいずれかのサムネイル４１ａを選択すると、その選択されたサムネイル４
１ａがＬＣＤ４１において拡大表示されるように構成されても良い。また、ユーザにより
サムネイル４１ａが選択された場合、そのサムネイル４１ａに対応する画像データを印刷
処理し、またはその画像データが複合機１から外部装置へ出力されるように構成されても
良い。
【０１３８】
　また、上述した実施形態では、ファイル情報を撮影日の順にソートすることにより画像
データ番号を付していたが、これに限定されるものではなく、例えば、ファイル名や、画
像データの更新日時、データサイズなど、他の条件に従ってソートされた順序に従って画
像データ番号が付されても良い。
【０１３９】
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　また、上述した実施形態では、メモリカード７２ａから画像データを読み出し、その画
像データを縮小処理してサムネイル４１ａを表示することとしていたが、メモリカード７
２ａに記憶された画像データに予めサムネイル表示用データが付加されている場合は、そ
のサムネイル表示用データをメモリカードから読み出し、サムネイル４１ａを表示するよ
うに構成されても良い。
【０１４０】
　また、上述した実施形態では、スクロールバーのバー４１ｄ１は、作成日毎に区分され
るものであったが、例えば、撮影日の午前と午後のいずれに属するかに従って、または時
刻を基準として、バー４１ｄ１が区分されるものであっても良い。
【図面の簡単な説明】
【０１４１】
【図１】本発明の実施形態である複合機の外観構成を示す斜視図である。
【図２】複合機の制御部の概略構成を示すブロック図である。
【図３】（ａ）は、通常表示モード画面の一例を示す図であり、（ｂ）は、高速表示モー
ド画面の一例を示す図である。
【図４】高速表示モード画面表示中に、左右スクロールアイコンに対する長押しが終了さ
れた場合における、画面の遷移を説明する図である。
【図５】表示処理を示すフローチャートである。
【図６】通常表示モード処理を示すフローチャートである。
【図７】図６に示す通常表示モード処理の続きの処理を示すフローチャートである。
【図８】左右スクロールアイコンが長押しされた場合に実行される処理であって、いずれ
の画像データのテキストデータをＬＣＤ表示するかを決定するための処理を示すフローチ
ャートである。
【図９】高速表示モード処理を示すフローチャートである。
【図１０】変形例の高速表示モード画面を示す図である。
【図１１】（ａ）は、従来のプリンタの液晶表示パネルに表示されるサムネイル表示画面
の一例を示す図であり、（ｂ）は、（ａ）に示すサムネイル表示画面の表示後、スクロー
ルキーに対する入力がされ、表示対象のサムネイルが切り替えられた状態を示す図である
。
【符号の説明】
【０１４２】
１　　　　　　　　　複合機（表示装置の一例）
２２ａ　　　　　　　表示制御プログラム
２３ａ　　　　　　　管理メモリ（管理手段の一例）
７２ａ　　　　　　　メモリカード（記憶手段の一例）
４１ｃ　　　　　　　テキストデータ
４１ｄ　　　　　　　スクロールバー
４１ｄ１　　　　　　バー
４１ｄ２　　　　　　マーク
Ｓ２２　　　　　　　画像表示手段の一例
Ｓ２４　　　　　　　テキストデータ表示手段の一例
５０，５２　　　　　左右スクロールアイコン（入力手段の一例）
Ｓ８０２～Ｓ８１０　テキストデータ切替手段の一例
Ｓ９１８　　　　　　停止指示判断手段の一例
Ｓ７０２～Ｓ７１０　画像列切替手段の一例
Ｓ９０６，Ｓ９０８　スクロールバー表示手段の一例
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